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反対称化分子動力学(AMD)を用いて核分裂反応のシミュレーション及び検証として低エネルギー原子核

衝突の計算を行った。その結果、AMD が核分裂研究の強力な手法となりうることが分かった。 
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1. 緒言 

核分裂を微視的な立場から理解する試みはまだ端緒についたに過ぎない。我々は多次元ランジュバン

方程式を元に核分裂の動的機構の解明を進めているが、一方で微視的模型による核分裂の記述にも取り

組んでいる。AMD[1]は核子集団の反対称化を正しく取り込んだ模型である。また、原子核形状を仮定せ

ず平均場効果と核子核子衝突を考慮できるため、核分裂で重要な 1体散逸に加えて 2体散逸の効果も自

動的に含まれるモデルとなっており、核分裂の記述に威力を発揮できる可能性がある。本研究では、AMD

を用いて、核分裂現象そのものと、逆過程としての低エネルギー原子核衝突の計算と解析を行った。 

2. 手法 

Skyrme 型相互作用を用いて、初期条件として原子核の励起エネルギーが全て

elongation 方向の運動エネルギーであると仮定して,一核子当たり 2.5MeV の励

起エネルギーを与えた 236U の核分裂のシミュレーションを行った。図 1 に示す

のはその一例であるが、上から 2 コマ目で発達したネックが左側の原子核の周

辺を図の上の方に回転した後、左側方向に放出される様子が示されている。こ

の時放出された粒子は中性子であり、断裂中性子が左のフラグメントの運動方

向に放出されたことがわかる。断裂中性子は即発中性子の起源の一つとしてこ

れまで存在が議論されるも確定していない現象であり、それが AMD のシミュレ

ーションで示されたのは非常に意義深い。また、AMD ではフラグメントのスピ

ンや励起エネルギーの分配など、他のモデルで計算できない物理量を計算可能

であるため、AMD が核分裂研究の強力な手法となりうることが分かった。 

3. 結論 

AMD を用いる核分裂現象のシミュレーションを世界で始めて行った。初期条

件の与え方には任意性があるものの、断裂中性子が存在し、それが一つのフラ

グメントの運動方向に放出される現象などが見つかった。さらに、逆過程とし

ての原子核衝突にも適用し、AMD 手法の精度検証を行う予定である。詳細は当

日発表する。 
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図 1 236U の核分裂の

AMD シミュレーション 

2E20 2017年春の年会

 2017年 日本原子力学会 - 2E20 -


